
山陽北小学校では、目指す児童像の実現に向けて、地域ボランティア「かがやきク
ラブ」と連携しながら教育の質の向上に取り組んでいます。

働き方改革通信 No.55 （R8.3.2発行）

地域と連携した働き方改革の推進

赤磐市立山陽北小学校の実践
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学校における働き方改革をより一層推進していくためには、保護者・地域関係者の協力
を得ながら業務の適性化を進めることが重要です。今回は、地域総がかりで子どもたちを
育てるため、地域との連携を進めた結果、教職員の働き方改革も進んだ学校を紹介します。

持続可能な体制づくり

「かがやきクラブ」の心得改定

ボランティアコーディネーターと一緒に方針を再確認し「『かがやきクラブ』の心
得」を改定しました。
地域と学校が目標を共有し、地域の方の学校教育目標についての理解が深まることで、
教育活動への後押しにつながり、教育の質が向上しています。

～追加された内容抜粋～
・教育目標、指導方針等を理解し、取組がより推進され
るよう後押ししましょう。

・主体的に取り組む姿勢を見守り、必要に応じて支援を
しましょう。

・保護者の方同士のつながりや地域の方とのつながりを
どんどん広げ、深めていきましょう。

教職員の負担軽減

授業中の学習支援、登下校の見守り、校内の環境整備など、
さまざまな場面で地域の協力や役割分担が進むことで、教職員
が子どもと向き合う時間の確保や業務負担の軽減につながって
います。
令和７年度における４月～12月の時間外在校等時間の平均は
令和６年度と比較して約17％減少しています。

かがやきクラブの活動に参加された方からは、
・子どもたちと関わることで、自分たちも元気をもらっています。
・子どもを中心に、地域の中で新しいつながりが生まれています。
といった声があがるなど、学校だけでなく、地域にとってもメリットの
ある活動になっています。
山陽北小学校では、学校運営協議会の設置を進め、持続可能な体制づ
くりを目指しています。

学校の現状の共有

毎月、ボランティアコーディネーターと情報交換会を開催し、
学校評価アンケートの結果や教職員の時間外在校等時間の状況な
ど、客観的なデータを示しながら学校の現状を共有し、効果的な
連携の在り方等について熟議を行っています。
会の運営をコーディネーターが担っており、地域と学校がしっ
かりと話し合う機会をもつことで、地域の方が教育課題を地域の課題と捉え、学校の教
育活動に当事者意識をもって関わることにつながっています。

岡山県マスコット「ももっち」

平均 43h→35.6h
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